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申込資格

受  講  料 ※新型コロナウイルス感染症の状況次第によってはオンライン形式で開催予定

令和４年度 日本大学国際関係学部

6/8
(水)

6/8
(水) 日本大学国際関係学部  教 授  佐野  秀太郎

大国間競争下における日本の安全保障大国間競争下における日本の安全保障第
1
回

6/15
(水)

6/15
(水) 日本大学国際関係学部   助　教  笠原  孝太

国際関係論からみるウクライナとロシア第
2
回

6/22
(水)

6/22
(水) 日本大学国際関係学部   准教授  小田  正規

経済安全保障問題はポストコロナの日本の産業や地域に
どのような影響をもたらすか －技術・人権・環境問題から考える－
経済安全保障問題はポストコロナの日本の産業や地域に
どのような影響をもたらすか －技術・人権・環境問題から考える－

第
3
回

6/29
(水)

6/29
(水)

第
4
回 日本大学国際関係学部   教　授  鄭　  勛燮

国際政治の中の日韓関係国際政治の中の日韓関係

主　 　催

後　 　援



令和4年度　日本大学国際関係学部

　市 民 公 開 講 座 申 込 要 項

１ 申 込 資 格： どなたでも参加できます。

４ 問い合わせ先： 日本大学国際関係学部　研究事務課
  

５ 申 込 期 日： 各開講日の２日前まで（出席者名簿を作成するため）

６ 受　講　料： 無料

７ 注 意 事 項：
⑴ 講師の病気、その他やむを得ない事情により、講座を延期または中止することがあります。
⑵ 受講許可の通知はいたしませんので、当日、直接会場にお越しください。
⑶ 万一の場合（休講など）の連絡をいたしますので、「申込書」には住所・電話番号を必ず
　 ご記入願います。
⑷ 本校では車・バイクの乗り入れはできません。徒歩または電車・バス等の公共交通機関を
　 ご利用ください。
⑸ 新型コロナウイルス感染症の状況により事前申し込みによるオンライン方式に変更し、開催
　 する場合があります。オンライン方式での受講については裏面の「オンライン受講による
　 注意事項」をご確認願います。

  

  

２ 会　　　　場：定員２００名
日本大学国際関係学部山田顕義ホール
国際関係学部三島駅北口校舎　ＪＲ三島駅北口前

会場　日本大学国際関係学部三島駅北口校舎

会場
三島駅北口校舎

上期

３ 申 込 方 法： 別紙の「申込書」に必要事項をご記入の上、郵送またはFAX・メールでお申し込みください。

※「申込書」にご記載の個人情報は適切な方法で管理します。本講座に限定
　 使用し、第三者には開示・提供いたしません。

日本大学国際関係学部 研究事務課　市民公開講座係



令和4年度 上期市民公開講座のご案内

第１回　６月８日（水）　　「大国間競争下における日本の安全保障」

 佐　野　秀　太　郎
2022年2月24日に発生したロシア軍によるウクライナ侵攻は、既存の国際秩序の在り方に

ついて改めて問題提起することになりました。この侵攻は、NATOの東方拡大に対するプー
チン露大統領の深刻な懸念に基いたものと指摘されていますが、その背景には米国対中露
両国といった大国間競争があります。それでは、その大国間競争とは何か、またそのよう
な状況下において、我が国は今後安全保障上どのような立ち位置を採るべきか、皆様と一
緒に考えていきたいと思います。

第２回　６月１５日（水）　　「国際関係論からみるウクライナとロシア」

 笠　原　孝　太
2022年2月24日、ロシアは「特別軍事作戦」と称してウクライナに侵攻を開始した。核兵
器を含む力による現状変更を迫るロシアの姿勢は、戦後の国際社会が築いてきた国際秩序
への挑戦ともいわれている。
この出来事は、国際関係論では「抑止」「集団安全保障」「核兵器」などいくつかのテー
マに分けてみることができる。
国際社会の責任ある一員として、日本はウクライナの現実から目を背けることはできな
い。国際関係論からロシアのウクライナ侵攻を考察し理解を試みる。

2020年以降、わが国のみならず世界中で、多くの人々がコロナ禍の生活を余儀なくされ
ています。そうした状況の下、日本においてもワクチン接種が徐々に進み、ようやくコロ
ナとの闘いに一筋の光が差し込みつつあるように思われます。ところが、2022年2月末ロ
シアがウクライナへ突然侵攻し、世界中がコロナに代わる新たな脅威にさらされています。
この度の公開講座は、こうした事情に鑑み、従来通り国際関係学部（三島）での実施を
予定しています。今回は「ポストコロナを見据えた国際関係」というテーマの下、ロシア
によるウクライナ侵攻後の新たな国際関係にも焦点を当て、本学部の4人の先生方にご講
演いただきます。
引き続きコロナ禍での開催となりますので、マスク等の対策を講じたうえ、お越しいた
だければ幸いです。皆様のご来場を心よりお待ち申し上げております。

統一テーマ：「ポストコロナを見据えた国際関係」



オンライン受講に変更した場合の注意事項

第３回　６月２２日（水）　　

 

近年、米国と中国の対立や、ロシアのウクライナ侵攻などによって「経済安全保障」問
題への関心が高まっています。経済安全保障を検討する際には、それがどのような社会的
文脈で発生してきているのかということと、それがどのような国や企業の活動によって生
じているのかということを重ね合わせて考える必要があります。特に国際的なサプライ
チェーンにおいては、欧州や米国における社会的・経済的関心事項と、国際市場において
影響力を高めている中国などの動向とを併せて検討することが不可欠です。新型コロナウ
イルスといった世界規模での課題が発生するなか、経済安全保障問題が日本の産業や地域
に与える影響について、技術・人権・環境問題の観点から考えていきます。　　　　　

第４回　６月２９日（水）　　「国際政治の中の日韓関係」
 鄭　勛　燮
近年、覇権争いや新冷戦といった言葉が象徴するように、グローバルな文脈での米中対
立は激化しつつある。冷戦が終結して30年の時が過ぎている今日、世界秩序は歴史的な変
動の最中にある。本講座では、このような国際政治の構造変容の中で、安全保障分野にお
ける日本と韓国の新たな協力関係について考えてみたい。具体的には、領域防衛という伝
統的な安全保障上の脅威に対応するための日韓協力の可能性と必要性を、近年の日韓の安
全保障戦略の変化を考察しながら解説する。また、地球環境問題、国際テロリズム、新型
コロナウイルス感染症の拡大等、グローバル・ガバナンス的分野（非伝統的安全保障分野）
における日韓協力の重要性についても解説を行う。最後に、韓国の新政権の発足に伴う「岸
田-尹時代」における日韓関係の展望を試みたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

「経済安全保障問題はポストコロナの日本の産業や地域に
 どのような影響をもたらすか　－技術・人権・環境問題から考える－」

 ⑴ オンライン方式の場合は，パソコンまたはタブレット端末等を利用しての受講となります。なお，画
面の大きさや機能に制限がありますが，スマートフォンでも受講可能です。また，安定したインター
ネット回線の準備が必要となります。通信利用料金は別途発生します。各自でご負担ください。

 ⑵ 各講座において使用する資料がある場合は，申込書に記載の住所または，メールアドレスに送付
いたします。

 ⑶ 日本大学国際関係学部研究事務課は各自のパソコンやタブレット端末等の操作，環境設定に関するサポー
トはいたしかねますので予めご了承ください。

 ⑷ 質問等は各講座終了後，質問用紙にご記入いただき研究事務課宛にメールでご送付ください。講演者から回答
が届き次第メールにて回答いたします。

 ⑸ 出席は全講座終了後のアンケート用紙に回答いただき，確認します。
 ⑹ 受講者のオンライン講座映像の撮影，録画，録音は固くお断りいたします。
 ⑺ 講座での配布資料等を本講座以外で利用することは固くお断りいたします。
 ⑻ 講座の視聴ＵＲＬ等を第三者と共有することは固くお断りいたします。
 ⑼ 受講は受講登録者本人に限ります。非登録者を含む複数人での受講は固く
　　お断りいたします。（家族で申し込まれた方はこの限りではありません。）
 ⑽ ⑹ ～ ⑼ にあたる行為が発覚した場合には，それ以降の参加資格を取り消します。

小　田　正　規




